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2．総務省が推進する経営戦略策定及び改定の背景と目的 

（１）背景 

 

■公営企業における更なる経営改革の推進 

※出典：総務省「令和 4 年度の公営企業関係主要施策に関する留意事項」について 

 

 



 

3 

 

（２）目的 

■経営戦略策定・改定マニュアル改定に伴い見直しが求められている事項 
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■公営企業の「経営戦略」の策定・改定の推進について 

※出典：総務省「地方公営企業の現状と課題」 
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Ⅱ 猿払村水道事業の現状 
 

 

1．本戦略の事業の現況 

（１）事業の現況（事業概要） 

 

※2023（令和 5）年度 地方財政状況調査より 
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（２）料金体系の状況 

 

■料金体系（税抜き） 

 

■加算：水道メーター器貸付料（税抜き） 
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（３）組織の状況 

 

 

 

（４）これまでの主な経営健全化の取組 

【各種経営健全化への取組】 

それまで直営で行っていた水道メーター検針業務や施設維持管理業務を、2000（平成 12）年度

から民間事業者に委託するなど、事務の効率化を図っています。料金については、定期的に見直し

作業を行っており、直近では 2019（平成 31（令和元））年度に増額改定しています。2023（令和

５）年度には、公営企業会計を適用し、経営の「見える化」を図っています。 

【給水効率の向上及び老朽化対策】 

各水道施設における機械設備等については、適切な維持管理と修繕により⾧寿強化を図り、更新

費用の抑制に努めています。2018（平成 30）年度から狩別地区で実施している道営営農用水事業

では、ろ過機能の強化や配水管の一部を耐震化するなどの大規模な改修を行い、より安全な水道水

を地域住民に安定供給しています。 

 

村⾧ 副村⾧ 建設課 上下水道係 
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2．経営状況分析 

（１）有収水量と有収率の推移 

 

■有収水量／有収率の推移                      （単位：㎥、％） 
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（２）給水人口の推移 

 

■給水人口の推移                            （単位：人） 
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（３）料金収入及び料金単価の推移 

 

■料金収入及び料金単価の推移                   （単位：千円、円） 
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（４）企業債残高の推移 

 

■企業債残高の推移                           （単位：千円） 
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（５）経営比較分析表による現状分析～道内各町村との比較～ 

 

❶経常収支比率 ❷料金回収率 ❸給水原価 

 

■本村と道内各町村の指標一覧（簡易水道事業） 

※経営比較分析表より 

※類似団体区分【C3】：法適用かつ現在給水人口規模 2,001 人以上 5,000 人以下の団体 
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❶経常収支比率 
 

 

 

 
道内各町村の 2022（令和 4）年度平均 106.11％より低い 98.27％ 

■本村と道内各町村の有収水量 1 ㎥あたりの経費 

          

※本村は 2023（令和 5）年度地方財政状況調査、道内各町村は 2022（令和 4）年度総務省地方公営企業年鑑より作成 
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■経常収支比率の構造（2023（令和 5）年度決算）        （単位：千円） 

原水及び浄水費　① 83,506 給水収益　イ 112,188
配水及び給水費　② 6,473 維持管理費一般会計負担分ロ 0
その他管理費　③ 20,613 その他収益　ハ 19

小計…Ａ（①～③） 110,592 小計…Ｂ（イ～ハ） 112,207

維持管理費の財源余剰　二 1,615

（Ｂ-Ａ）

企業債利息等　④ 9,651 長期前受金戻入　ホ 85,664
減価償却費　　⑤ 149,433 資本費一般会計負担分　　　へ 4,947

小計…Ｃ（④、⑤） 159,084 小計…Ｄ（ホ～へ） 90,611

資本費に対する財源不足　ト △ 68,473

（Ｄ-Ｃ）

【財源不足に対する一般会計補助】

費用の財源不足分　 ▲ 66,858 一般会計補助分　Ｆ 62,202

（二＋ト）…⑤

269,676 265,020

経常損失（Ｈ－Ｇ） ▲ 4,656
=(F+⑤)  
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■一般会計からの繰入金         （単位：千円） 
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❷料金回収率 
 

 

 

道内各町村の2022（令和4）年度平均77.96％より低い60.97％ 
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❸給水原価 
 

 

道内各町村の2022（令和4）年度平均289.57円より高い329.43円 
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■原価計算表（2023（令和 5）年度） 

 


